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5 1992 年、一世に障害がある場合、その介護人という名目で二世一家の呼び寄せが認められた。また 199







































内改革および対外開放政策を指す。1978 年 12 月の中国共産党第 11 期中央委員会第３回全体会議で提起
され、その後、いくつかの画期を経て、中国の市場経済化・高度経済成長の出発点となった。 
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26 50 名を対象とした調査のうち 41 名分は、神戸大学大学院人間発達環境学研究科・浅野慎一教授の研究
室で 2009 年 8 月～9 月にかけて実施した共同調査のデータを使用させていただいた。もとよりこの共同
調査には、筆者自身も参加し、またその対象者の一部に対し、筆者は補足調査を行った。残る 9 名分は、
2009 年 10 月～2011 年 10 月にかけて筆者が独自に実施したものである。さらに面接聴き取り調査に加
え、筆者による参与観察の結果も本論文には生かされている。筆者は 5 年間、夜間中学校の非常勤教諭
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なし 4 4 8 9 5 29 




























































































































































































































































































































































































計 9 11 8 14 8 50 
資料：実際調査により作成。 















































































































































































































































































































































































































































まず、基本属性をみていこう（表２－１参照）。本章の対象者 50 名のうち国費帰国者が 11
名、私費帰国者が 39 名を占める。国費帰国者は多くの場合、帰国時に 20 歳未満・未婚者
に限定され、比較的同質性が高い。一方、私費帰国者は、年齢が極めて広範に分散してい
る。 
本章以下では、第 3 章、第 4 章では、私費帰国者を世代毎に３タイプに区分し、国費帰
国者も含めて以下の４つのタイプを設定する。 
①【国費帰国者】：残留孤児・婦人の二世で、両親に同伴され、1987年～1990年代に 10歳




③【私費帰国・中年層】：残留孤児・婦人の二世が混在し、1990 年代に 20～30 歳代と比較
的若くして来日した。現在、44 歳～55 歳である。対象者には、
７名いる。 
















表２－１ 基本属性                                 （人） 
タイプ 国費 私費 計 












































































































































































































表２－２ 居住地と住宅                               （人） 
 国費 私費 計 








































































































































































































































表２－３ 日本での教育                               （人） 
タイプ 国費 私費 計 




























































































































































































































































































































「家から職場まで 30 分位だが、職場から学校まで１時間半以上かかる。学校は午後 6
時 20 分から 9 時までだが、仕事は 7 時に終わり、いくら急いでも学校に到着するの




















































表２－４ 日本語・中国語の能力                          （人） 
タイプ 国費 私費 計 
































































































































































表２－５ 【私費】の日本語の壁                            （人） 





























































































































































表 2－6 日本での職業生活の概要                           （人） 
タイプ 国費 私費 計 
































































































































































































































表 2－7 職種と職業内容                               （人） 
 初職 現職 
国費 私費 国費 私費 




















































































































































































































無職 1 1 － 1 4 17 － 1 






















































































































表 2－9 労働条件の問題 (MA)                         （人） 
タイプ 
（職歴なしを除く） 
国費 私費 計 
























































































































































































































                                                   
47 国税庁の民間給与実態統計調査（2012年度）によれば同世代の日本人男性の平均給与は 502万円である。 
71 
 
表 2－10 収入概要                                  （人） 
タイプ 国費 私費 計 





































































































































































































































































































































































































































































                                                   




































表 3－1  家族                                   （人） 
タイプ 国費 私費 計 















































計 11 19 7 13 50 
資料：実態調査より作成 
 
表 3－2  配偶者の状態                               （人） 
タイプ 国費 私費 計 










































































































































































































表 3－3  日本在住の子供問題                            （人） 
タイプ 国費 私費 計 
高齢層 中年層 若年層 
中国生まれ 8 42 7 8 65 


























































計 18 42 13 14 87 
資料：実態調査より作成 
 
表 3－4  中国生まれの子供の状態                          （人） 
タイプ 
 
国費 私費 計 





































































































































































































































































































タイプ 国費 私費 計 




















































































































































表 3－6  日本の親兄弟                               （人） 
タイプ 国費 私費 計 





























































































































表 3－7  中国の親戚                                （人） 
タイプ 国費 私費 計 















































































































































表 3－8  社会関係                                 （人） 
タイプ 
 
国費 私費 計 










































































































































































































































































































































































































































































































































表４－1 国籍                                    （人） 










































































































































































































































表 4－2 民族的自己定義                               （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 























日本人 － 3 － 2 1 2 － 2 － 5 


































中国人 6 10 7 10 5 8 6 10 4 33 
無関心 － 2 － 1 1 － 1 1 － 3 






























表 4－3 定住地志向                                 （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 
























日本 3 14 5 1 5 8 6 － 4 23 






































































中国 中国人 3 3 － 6 2 1 1 6 2 12 









































































































































表4－4 日本のイメージ（MA）                          （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 






















































































































印象がない － 3 1 1 2 － 2 1 － 5 




























表 4－5 日本に来てよかったか                            （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 


































































































































































思わない － － 1 2 － 1 1 1 － 3 








































































































































表4－6 中国のイメージ（MA）                          （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 




























































































































































表4－7 訪中・中国の変化（MA）                          （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 























































社会問題あり 2 4 1 2 1 4 － 1 3 9 
無回答・訪中なし 3 3 2 6 1 1 4 6 2 14 


































































表4－8 政府の対応問題（MA）                           （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 























































































































































計 11 19 7 13 9 11 8 14 8 50 
資料：実態調査より作成 
 
表4－9 政府への要望（MA）                           （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
 
国費 




































































































































































































表 4－10 支援策実施での生活改善                          （人） 
 帰国後のタイプ 帰国前のタイプ 計 
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